
２０２３年６月１７日承認 

 

２０２２年度 機親会事業報告 

 

 ２０２２年度も２０２１度に続き新型コロナウイルス感染の影響があったが、ハイブ

リッド方式（対面＋オンライン）による、理事会、理事・評議員会、オンラインによる

総会の実施、ホームぺージに機親会に関する記事掲載、機械系学生の支援等を実施した。 

１ 理事会、理事・評議員会、総会の開催 

（１） ２０２２年５月２８日（土）１４：００～１５：３０に世田谷キャンパス１号館 

１２Ｄ教室でハイブリッド方式にて理事会を開催した。理事・監事の対面出席者 

８名、オンライン出席者７名、委任状１０名であった。 

２０２１年度 事業報告（案）、機親会決算書（案）、機親会賞基金決算書（案） 

２０２２年度 事業計画（案）、機親会予算書（案）、機親会賞基金予算書（案） 

について審議して、それぞれ承認された。 

（２） ２０２２年６月１８日（土）１４：００～１６：３０に世田谷キャンパス２号館 

２２Ｂ教室でハイブリッド方式にて理事・評議員会を開催した。理事・監事・ 

評議員の対面出席者８名、オンライン出席者７名、委任状２０名であった。 

２０２１年度 事業報告（案）、機親会決算書（案）、機親会賞基金決算書（案） 

２０２２年度 事業計画（案）、機親会予算書（案）、機親会賞基金予算書（案） 

について審議して、それぞれ承認された。 

又、機親会学生会、学生フォーミュラ（Mi-Tech Racing）より、活動報告、活動 

計画の説明があった。 

（３） ２０２２年１１月１２日（土）１３：００～１５：３０オンラインにて総会を開 

催し、約３０名の参加があった。白木副会長の司会、山田会長代理の挨拶、機械

システム工学科宮坂主任教授による、機械システム工学科及び大学の近況説明、  

神田総務理事の事業実施報告、土方会計理事による会計中間報告があり、機械工

学科伊東明美教授（内燃機関工学研究室）の基調講演「本学の水素自動車研究 

の歴史と最近の動向」があった。 

２ 事業（実施内容） 

（１） 機親会ホームページの更新 

１） ４月７日 フレッシャーズキャンプで記念品授与 

２） ４月１０日 第１回役員会対面で実施 

３） ６月４日 理事・評議員会及び総会のご案内 

４） ８月２８日 理事・評議員会をハイブリッド方式で開催 

５） １０月１４日 機親会総会近づく 

６） １２月９日 機親会総会 今年もリモートで開催 



７） ２月１９日 大上浩先生の最終講義開催のお知らせ 

３ 事業（母校機械系学生への支援活動） 

（１） 機械系研究室の連携支援 

機械系（機械工学科、機械システム工学科）の学生及び大学院生６名に海外論文

発表（オンライン）の参加登録補助を行なった。 

（２） フレッシャーズキャンプへの援助 

２０２２年４月開催の機械系（機械工学科、機械システム工学科）のフレッ 

シャーズキャンプで、新入生に機親会の紹介をかねて、記念品（機親会名入り 

設計製図用消しゴム）を贈呈した。 

（３） 機親会学生会他、主に機械系学生が所属する団体への支援 

  １）学生フォーミュラ（Mi-Tech Racing）に全日本学生フォーミュラ大会参加の車 

体及び付属品運搬用のレンタカー費用補助として 100,000 円の支援を９月に実

施した。 

  ２）機親会学生会に競技用ロボット制作用の３Ｄプリンター調達費用として、 

    278,800 円の支援を１０月に実施した。（五島育英会に対して 278,800 円の特 

    定寄付を行い、そのお金で機親会学生会に３Ｄプリンターを調達してもらい、 

    課外活動会計報告の際に３Ｄプリンターを備品台帳に登録した。） 

（４）機親会賞の授与 

２０２２年度の学位授与式で、機械系２学科から推薦される人物・学業優秀な 

大学院生および学部学生各１名に、機親会賞（賞状および副賞）を授与した。 

・大学院 

    機械専攻機械工学科領域      齊藤 瑞輝   

    機械専攻機械システム工学領域   天水 皐輔  

   ・学部 

     機械工学科             髙橋 輝樹  

    機械システム工学科        横山 昴二朗  

（５）機械システム工学科卒業生と現役学生の交流会（MESSGE）支援 

１１月５日に開催された、機械システム工学科卒業生と現役学生の交流会

（MESSAGE）の支援を行なった。 

以上 


